
令和8年度　臨床研究一覧

田中　智之

当院における人工膝関節置換術患者 贄田　裕太

の入院期間に影響する因子の検討 曽我　奈央

上野　耕平

原口　永乃 薬剤科

関　泰子 看護部

根本　真弓

馬場　るみ子

関口　彩子

医療事務スタッフ

奧冨　尚史

袖野　節子

浅野　美稀

長谷川　岳弘

小林　奈央 リハビリテーション科

贄田　弘美 医局

長谷川　岳弘

上田　真由美 看護部

雨宮　奈保子 医局

No. 研究課題名 研究責任者 研究者 所属

人工関節置換術術後患者における入院

期間に影響を及ぼす因子を明らかに

し、早期退院に必要な指標を検討する

ことを目的とした後ろ向き観察研究。

令和8年

4月2日
オプトアウト対象

看護部

医事課

研究対象 研究概要 承認日 備考研究期間

1 大木　春輝 リハビリテーション科
令和7年4月4日～

令和8年9月13日

当院でTKA

を施行した

患者

3

4
当院におけるSTAT画像報告運用の検

討と報告
山田　達也

令和8年

4月2日

「患者に選ばれる病院」を目指して相

手を思いやり適切な医療接遇を目指す

ため。

令和8年

4月27日

外来

初診患者

令和8年1月～

令和8年12月

2

薬剤師と看護師の協同によるCVルート

管理方法の見直しと点滴業務改善の取

り組み

角　泉美
令和7年5月～

令和8年9月13日

当院薬剤師

看護師

点滴業務複雑化の改善対策・体制を整

えることを目的とする。

医師とのタスクシェア・シフトのためのSTAT画

像報告を当院の診療状況に合わせた運用方法を検

討し、初期効果を確認し報告を行った。

脳卒中後遺症で右片麻痺を呈し低頻度反復

性経頭蓋磁気刺激（RTMS）と作業療法

（OT）を併用し、上肢機能に改善が認めら

れた可能性がある症例についての報告。

令和8年

5月1日
オプトアウト対象

望月　真紀子
外来看護師の医療接遇の現状

～患者に選ばれる病院を目指して～

放射線科
令和7年4月～

令和8年9月

医用画像

運用の検討

令和8年

4月7日
オプトアウト対象

5

脳卒中後遺症患者に低頻度反復性経頭

蓋磁気刺激をリハビリテーションに併

用した一例

井上　美空羽
令和7年2月15日～

令和8年9月13日

当院

受診患者

看護師勤務表作成支援システム構築に

向けた看護管理者の思考整理
6

看護師の勤務希望やワークライフバランスを尊重

し、安全性・公平性を担保した勤務表を作成する

ことにより看護管理者の暗黙知を言語化し、AIへ

反映させることで業務負担を軽減する。

令和8年

9月2日

看護師

勤務表

令和8年5月14日～

令和8年9月11日
小林　小弥香


